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令和６年度 関水コン技術者交流会 実施報告書 

 

１.本技術者交流会について 

これまでに関水コンで実施して参りました技術講座や施設見学会などを通じて、上下水道コンサ

ルタント業界の他社技術者間で相互に何らかの関わりを持つことは、我々にとって非常に有意義

であると実感しています。今回、和やかな雰囲気で今後の業界の在り方や展望、日々の悩み相談

など、ざっくばらんな意見交換及び議論を交わすことにより、同業他社である技術者同士さらなる

交流を深めていただく機会として、下記のとおり本技術者交流会を実施致しました。 

また昨年、初の試みとして技術者交流会を実施させていただきまして、参加者からは大変好評

を得ましたが、今回は昨年のアンケートにてご回答頂いた改善点等について可能な限り反映させ

たプログラムに変更し、参加者にとってより有意義な機会となるよう留意致しました。 

 

【令和６年度 技術者交流会プログラム】 

Ⅰ．開催日時 

令和６年９月 19 日（木） 18：00～20：00 

Ⅱ．開催場所 

北のごちそうダイニング 北海道 新大阪ソーラ 21 店 

Ⅲ．開催要領 

① 施設見学会後の実施となることから、施設見学会実施状況との調整 

② できるだけ多くの方と交流いただくため、途中で席替えを行う。 

③ ディスカッション用に議題を用意するが、自由に話していただく時間も確保する。 

④ 上下水道に携わる技術者として資質向上につながるような交流会を目指す。 

 

Ⅳ.プログラム 

No. 議題 担当者 時間 

1 開会の挨拶 岩本 

18：00～18：10 

（10 分） 

2 乾杯 栗原副部会長 

3 

自己紹介  

(参加者全員のお名前を読み上げてそ

の場で挙手頂いた) 

岩本、参加者全員 

（技術部会含む） 

4 
意見交換(1) 

 議題「技術者として心得ていること」 
参加者全員 

18：10～18：50 

（40 分） 

5 席替え 岩本 
18：50～18：55 

(5 分) 
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6 

意見交換(2) 

 議題「ワーク・ライフ・バランスの実

現に向けて」 

参加者全員 

（最後に各グループ代表

より本日の感想を頂く） 

18：55～19：45 

（50 分） 

各グループ発表 

19：45～19：55 

（10 分） 

7 閉会挨拶 白阪部会長 
19：55～20：00 

（5 分） 

8 解散   

※ 意見交換議題は、ディスカッションの入口として設定したものであり、基本的に意

見交換内容は自由とさせていただきました。 

 

２.出席者の状況 

同日に実施されました施設見学会参加者を対象に本技術者交流会を実施しましたが、施

設見学会にご参加された 36 名のうち 23 名の方にご参加頂き、部会員 8 名を加えた合計 31

名での開催となりました。 

 

３.アンケート調査結果 

アンケート調査では、21名の方から回答を頂きました。 

「参加理由」については、「他社との交流に興味があった」が 95.2%を占めており、昨年

に引き続き技術者交流会に対するニーズが高いということがうかがえました。「次回も技術

者交流会に参加したいと思いますか？」について「ぜひ参加したい」(61.9%)及び「タイミ

ングが合えば参加したい」(19.0%)、「内容によっては参加したい」(9.5%)が合わせて 90.4%

を占め、参加者からは大変良好な評価を頂くことができました。 

「よかった点」については、「同業他社の方と交流が出来た」及び「工種ごとに分かれて

の席替えにより同工種間で意見交換が出来た」といったご意見が多く見られました。 

また、改善点については、「名札を着用すれば参加者同士の認識がスムーズにできた」、「各

工種ともベテランの方へ積極的に話を聞ける場が欲しい」というご意見も頂きましたため、

今後のよりよい技術者交流会実施へ向けて積極的に取り入れていきたいと思います。 

 

４.最後に 

今回ご参加頂きました多くの方々から、「良い機会でした」「他社技術者さんと友達になり

交流を深めることができました」など、当日ありがたいお声がけを頂きまして、本会を企画

させて頂いた関水コンとしては非常に嬉しい限りです。皆様方におかれましては、本会を通

じて交流を持って頂いた方々と更により良い関係を築いて頂けることを願ってやみません。 

最後に今回業務ご多忙の中でご参加頂きました皆様方、誠にありがとうございました。改

めてここにお礼申し上げます。 
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【令和６年度 技術者交流会(閉会挨拶)の様子】 

 

 

以 上 


